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私の写真史

画像技術を通してのさまざまの出会い

A Great Variety of Meetings throughImaglng Technology

阿　部　隆　夫*

Takao ABE*

1.　はじめに

私が自分の写真"史''などというものを書けるのだろうか.

写真史を語るのにふさわしい,写真に強い思い入れをお持ち

の方々や多大の貢献をなさった先輩諸氏が大勢いらっしゃる

のに,私ごときがそもそも書こうと試みること自体不遜な行

為ではないか.昨年の春,学会誌の編集長殿から話があった

ときにきっぱりと断っておけばよかった.このように思った

が,無責任な対応で編集長殿にご迷惑をかけては申し訳ない

ということと同時に,自分が歩んできたところを振り返って

みて整理することも重要であろうと考え直して,筆をとるこ

とにした.

2.カメラを手にして不思議に出会う

私は幼児のころ,長野県飯山市にあった我が家の押入れの

片隅に,茶色の硬い草でできた四角形のトランク型のカバン

が入っていることを知っていた(Fig.1).家人が出かけて誰

もいないとき,私は小さかったのでカバンを引き出すことを

せずに自分が押入れに入って,カバンの鍵を開けてみた.カ

チッと音がしてばねのついた鍵のはめ込みが跳ね上がった.

わくわくしてカバンのふたを持ち上げてみた.中には真っ白

な紙に包まれた何枚かの小さなガラス板と,カメラが入って

Fig.1カメラが入っていたトランク

いた.カメラは,蛇腹がついていて背面にすりガラスがつい

ている古いものであった.風呂敷ぐらいの大きさの赤と黒の

二重の生地でできた布もカバンの中に入っていたので,それ

をカメラと自分の頭の上にかぶせて,我が家の縁側から庭を

見た.すりガラスには,見慣れた景色がさかさまに映ってい

た.しかも天然色で.私がカメラというものを手にした最初

のときであった.

次に,白い紙の包みをそっとあげて中のガラス板を見た.

頭が透明でお歯黒状態の11歳上の長兄の顔がそこにあった.

さかさまに見える庭と,普通とは違う兄の顔を見て,どうし

てだろうと思ったが,ごく小さい私には理解できないことで

あった.

3.写真撮影の楽しさを知る

大学院生のとき,カメラを持って山や花の撮影に凝ったこ

とがある(Fig.2).はまってしまったのである.出来映えに

自信がまったく無かったので,コンクールに出すなどという

大それた事は一度もしなかった.だが,写真集を買ってきて,

このようなアングルから絞りをこうして撮ると良いのかと,

アパートの一室で寝転びながら,その本を飽かずに眺めてい

たことがある.

シャッタースピード,絞りのF値,フラッシュのガイドナ

ンバー, ASA (ISO),モノクロ写真の特殊な現像処理方法,

現像条件,フイルムの種類,写真会社名などに関して,私が

一連のまとまった勉強をしたのもこのころである.これらの

ことは,専門の学校は別として普通の学校で教えることでは

ないので,人によっては小学生のころすでに覚えてしまうだ

ろうし,一方では一生知らないままの人もいると思う.私は

感光材料についての専門的知識は大学院で学んでいたが,撮

影に関する若干の知識についてもこのときに得ておいたの

で,ずっと後の新婚旅行などのときに妻に対して偉そうな顔

をしていることができた.私は大学院を出た後,小西六写真

工業株式会社(コニカを経て現在コニカミノルタ)に勤める
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阿部隆夫　　画像技術を通してのさまざまの出会い

Fig. 6　分光増感光電流の測定装置. 1:電圧源, 2:電気化学セル,

3:プリアンプ,4:ロックインアンプ,5:500ワットⅩe灯,

6:光チョッパ-, 7:干渉フィルター, 8:Pt電極, 9:塩

化銀結晶, 10:電解液(ⅠⅠ), ll:電解液(I), 12:ガラス容器.

た.測定系のセルは次の形式のものであった(Fig.6).

〔Pt (Ⅰ) /電解液(Ⅰ),分光増感色素/AgCl/電解液(ⅠⅠ)/Pt (ⅠⅠ)〕

電解液(Ⅰ)と(Ⅱ)は塩化カリウム,硝酸銀,または,硝酸カ

リウムの0.1N水溶液.白金(Pt)電極は10×10×0.1 (mm)

の平板.参照電極として塩酸中でアノード電解して表面に塩

化銀を生成させた銀線を電解液(ⅠⅠ)に直接浸漬した.両白

金電極間に3ボルトの電圧をPt(Ⅰ)側が負になるように印加.

塩化銀結晶表面に吸着された色素の光吸収に起因する光電

流の作用スペクトルをFig.7に例示する.余談であるが,現

在地方の大学に勤務するようになった我が身で考えてみる

と,よくぞあんな高い装置を大学院生に買ってくれたものだ

と思う.光を間欠的に照射する装置(ライトチョッパー)は,

ロックインアンプで確実に光電流を増幅させるために,安定

した回転動作と正確な同期電流の出力が必要である.この装

置は,先輩の藤島昭氏(前東大教授)の友人で装置メ-カー

経営の石川陽一氏に格安で作っていただいた.各種試薬の準

備等は佐々木政子氏(当時技官,後に東海大学教授)に面倒

を見ていただいた.また,中村賢市郎氏(東海大教授)に電

気化学系で起こっている化学反応について相談に乗っていた

だいた.

このようにして実験プランを進めていったとき, SPSE (現

IS&T)の論文誌に, Kodak社のGilman氏がひとつの論文を

発表した.読んでみると,臭化銀の結晶を用いて我々のプラ

ンとほぼ同じ考えで光電流を測定する研究であった. ｢何かは

じめるとき,自分だけが考えていると思うのは大きな間違い

だ.みんな同じことを考えるものだ. ｣会社で勤めていたと

き,私が周りの人たちにしばしばこのように言って特許出願

を急いだが,その源は大学院生のときの経験にあった.

ところで,今その当時の実験を振り返ってみて,分光増感

電流の測定に関して次のことを考えている.塩化銀の結晶は

419

500　　　　　　　　600　　　　　波長(nm)

Fig. 7 1,1'-diethy1-2,2'-quinocyanine chlorideによる分光増感光電流

の作用スペクトル.電解液: 0.1N-KCl水溶液.実線は光電
IWL.破線は色素の吸収スペクトル. Jはこの色素のJ吸収帯

の位置を示している.

420nm以上の波長の光を吸収しない.そこで,赤色のセーフ

ライトを点灯して実験を行った.その当時は学生のレベルで

かなり気を使って遮光したつもりであったが,その後会社で

仕事をしたときの厳密さに比較して今考えてみると,遮光条

件は常に厳密であったと断言できない.また,試料として用

いた塩化銀の結晶は大切に暗所に保管しておいたが,他所か

らいただいたもので不明点があったにもかかわらず調製方法

およびその後の履歴に関して何も確認することをしなかっ

た.塩化銀結晶に一度可視光を照射すると,非常に大きな電

流ノイズが発生して分光増感電流の測定には適さない状態と

なるが,光電流成分の値は1桁ないし2桁アップすることが

ある.もしかすると, 420nm付近の極微弱光を一度結晶に照

射することにより,測定の感度アップにつながっていたかも

しれない.実験系のア-スは十分でなかった.また,他の機

器から発する電気的ノイズの影響を避けるために,ほかの人

が眠っている深夜に自分の体にもア-ス線をつないで微弱な

光電流を測定したことが,今は陵かしく思い出される.

5.仕事を通じて自分の道を見つける

昭和51 (1976)年4月1日,私は小西六写真工業株式会社

に入社した.写真乳剤の感度を上げることが,入社後の最初

の課題であった.まず,社内でのみ通じる略称や略号に戸惑っ

た.何を言っているのかさっぱりわからない.また,乳剤調

製の際に,どんな教科書を見ても出ていない方法で調製分量

を先輩社員から提示された.困りきって先輩に聞いてみると,

会社独特の方法であることがわかったものである.

入社して2年経ち,会社生活にも慣れてそんな戸惑いもな

くなったとき,当時会社で研究室長をなさっていた羽生禎侍

さん(後に東京工芸大教授)が取り計らってくださった結果,

私はSPSEの年次大会で研究発表をするためにアメリカへ出

張することができた. RochesterのEastmanKodak社の研究

所を訪れ, Gilmanさん達にお会いし,そこで大勢の研究所員

に向かって講演もした.私は,今だから正直に言うとその頃

は5年以内に会社を辞めるであろうとひそかに考えていた.
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阿部隆夫　　画像技術を通してのさまざまの出会い

サーマルへツ

Fig. 11染料熱転写方式のラインプリンタの基本構成とリボン

Fig. 12　キレート型染料熱転写の原理

染料ドナーシート

受像シート

一　　　票面層(0.1-0.5JL■)

Jl　　　支持体(5FE■)

一一下引き屑(<0･5〝■)
~一･･.･.~染料層川.5-1.0

〝■)

=　　　受像層(3-4JL■)

-<　　　長者層

TiO2含有白色層( 12JL･)

]
支持体(約200〝■)

=　　裏面層(0_1-0.5JL))

Fig. 13　染料熱転写記録用の染料ドナーシ-トと受像シートの構成

その後,何年かぶりに再びインクジェット記録材料の開発

を行うことになった(Fig.14).現在,開発品は種々の商品の

形になって世界中で売られている.あちこち旅行するたびに,

店を覗いてみるのが楽しみである.

421

Fig.14　マイクロポーラス型インクジェット記録用紙のインク吸収

層の電子顕微鏡写真と断面構造の概念図.塗布して設けた

インク吸収層はシリカとポリビニルアルコール(PVA)を

主成分とする･乾燥時の膜厚は約40ミクロン(Llm).上の

写真に見られる粒径は40-60ナノメートル(nm).

昔,ある会社のテレビコマーシャルに｢それなりに撮れる｣

というのがあった.今日のデジタル技術によれば,日本語の

表現の正確さはともかくとして, ｢それなり以上の顔｣を画像

上で作ることができる.運転免許証カ-ドを開発したとき,

各県警を技術説明のために回った.ある県で説明していたと

き,顔のホクロをきちんと再現できるかと,デジタルプリン

ト技術について質問を受けた.運転免許証取得の試験で双子

の兄弟が不正受験した時,ホクロの有無が不正発見につな

がったのだという.たしかにデジタル画像の技術では,ホク

ロを付けたり取ったりするのは実に簡単である.しかし,め

えて言っておくが,運転免許証作成のプロセスでは,故意に

不正操作を入れ込むことはできないので,変な考えを持たな

い方がよい.免許証のホクロの有無を操作したり,顔のしわ

を取って若い時の顔に戻したりすることはできないのだ.

だが,デジカメで撮影したり,スキャナーから取り込んだ

りした画像を自分のコンピュータで処理して,プリントする

ときは,何でも有りになってしまう.デジタル画像作成技術

を駆使すれば,銀塩カラー写真の画質を超えることができる.

しかし,インクジェットや染料熱転写方式でプリントした画

像には,保存性に関する重大な問題が残されている.銀塩方

式以外の場合,まだ画質と保存性の両者を同時に満足させる

ことができないのである.筆者は種々の画像サンプルを集め

て,階調性,粒状性,鮮鋭陸,色再現性,保存性などの観点

から半定量的にそれぞれの画像を比較評価してみた.その結

果を画像保存性と画質を二つの軸とする座標面上に表した

(Fig.15).画質と保存性の両立という点ではカラー写真が最

優秀である.

デジタル画像技術が,すべての分野でカラー銀塩写真方式

にとって代わるには,画像保存性に関わる画期的な改良技術

の登場が必要である.さらに,ここでは詳しく述べないが,

市場においてはプリント生産性向上の抜本策も必要である.

筆者は,これまでの仕事の延長線上で,現在このようなこと

を考えている.
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Fig. 15　各種カラープl)ント画像の画質と画像保存性

6.新たな挑戦を試みる

平成15 (2003)年3月31日をもって,私はコニカ株式会

社を早期退職して,信州大学で後進を育てる業務に就くこと

に決めた(Figs.16, 17).たまたまコニカとミノルタの経営

統合の話が具体的に進みだしたときと時期が一致していた.

これは偶然で,経営統合の話がオープンになる前に,転身の

意志表明を会社側にしていた.コニカを辞めるまで統合の会

議が頻繁にもたれていたが,私は顔を出さないようにした.

しかし,これまで自分が勤めていた会社がどのように変わっ

ていくのか,非常に気になっていたことは事実である.

私が大学に職場を変えることについて,古くから私と知り

合いだった人達は,初志貫徹だねと言ってくれたが,実は私

自身もそのように思っている.従来からの｢写真｣,そして今

日技術範囲が拡大した｢新しい写真｣をひとつの技術軸とし

て,学問という言葉を頼りに殻の中に閉じこもることをしな

いで,活動の場を広く維持しながら,自分自身も開発の対象

と位置付けて新たなものに挑戦していきたい.

7.　おわりに

私は現在(2004年4月), (礼)日本写真学会の理事を務め

ており,副会長および財務委員長の役目を仰せつかっている.

役目の上で学会の財務状況に目を配ることが多いので,少し

この点について述べておきたい.

昔のように銀行預金の利率が高ければ,先輩の皆さんが大

切に預けておいてくださった預金から果実が産まれ,学会の

運営の助けになることであろう.しかし,今は,利子をまっ

たく期待することができない.その上,近年は会員数が漸減

してきて,あわせて研究会の活動が発展していないために,

学会の収入は減少してきている.実際,繰越金を除いてその

年度内の収支に着目すると,毎年赤字の状態が続いている.

平成16年度は,繰越金を入れて計算しても収支が赤字にな

る状態で予算編成をせざるを得ないことになってしまった.

支出をもともと抑え込んだ予算にしてあるので,収入が大幅

に増えない限り,決算で収支が赤字になることは避けられな

いであろう.このままでは学会の貴重な財産である預金を使

Fig. 16　信州大学繊維学部構内

Fig. 17　信州大学鉄雄学部構内の大学院楓　筆者の研究室があると

ころ.

うことになってしまう.

運営費が乏しいのでますます活動も抑え気味になるといっ

た負のスパイラル構造に,決してはまり込むことのないよう

に何とか仕組みの変革を行う必要がある.研究会-の参加に

魅力を感じるようにして,会員数の増加を図りたい.しかし,

かつてのように,ハロゲン化銀写真感光材料だけを対象とし

ていたら,世の中のマ-ケットの動きを見ても明らかのよう

に,先細って行くことになる.そこで,学会の活動領域の拡

大を図る必要がある.デジタル電子画像に関係する分野を,

どのように魅力的な形に組替えて展開していくか,いま学会

の企画力が問われている.現在,理事会ではこの問題に取り

組んでおり,私も精一杯尽力するつもりである.
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